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1.はじめに

　自動車技術におけるエレクトロニクス化は、当初、排ガス対策を中心とするエ

ンジン関連での最適制御が中心であったが、その後、シャシー制御システム、安

全・快適制御システム、最近ではナビゲーションシステム等の通信システムへ発

展し、カーエレクトロニクスの全体の市場規模は2002年には7000億円と

なっている。この中で電子制御燃料噴射装置の装着率は１００％に近く、また、

普通車を中心にABS等の’安全・快適制御システムは9 5％、電子制御ＡＴ等の

シャシー制御システムは7 5％に達しており、これらシステムに重要な各種セン

サーにおいても高性能化、低コスト化の要求が求められている。

２。各種電装センサ

　車載用に用いられるセンサとしてはエンジン制御関連では吸気のガス濃度をコ

ントロールするスロツトルポジションセンサ（ＴＰＳ）や排気ガスの再循環量を

制御するEG Rセンサ、ステアリングの操舵角を検出するセンサ、そしてブレー

キやアクセルペダルの踏み込み量を検出するセンサなど位置を検出する各種セン

サが使用されている。卜この中でエンジンの制御関係に用いられる図１に示すEG

Ｒ、ＴＰＳは特に高温化での長寿命化が要求されている。これらのセンサには磁

気やホール素子を用いるいわゆる非接触タイプと抵抗体を金属ブラシで摺動させ

る接触タイプがある。前者においては長寿命という長所があるが検出信号を増幅

させるアンプが必要となり、コストが高くまた電磁波などのノイズによる誤動作

の懸念があるなどの欠点がある。一方、後者は抵抗体上を金属ブラシを動かし変

位量を検出するという簡単な構成であるため安価に製造できるが摺動部の摩耗に

よる寿命の問題があった。
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３。開発目標と指針

　我々は接触式タイプの寿命を非接触式と同等以上にすることにより製品の差別

化が図れるというコンセプトのもと開発に着手した。図２にEGRセンサの構造

を示したがこのセンサの寿命は抵抗体塗膜の耐摩耗強度をいかに高めるかが重要

である。

　抵抗体は基板の上に電極、抵抗インクを･印刷によって形成し製造されるが、こ

の抵抗皮膜の耐摩耗性は構成材料のカーボン、バインダー樹脂に委ねられる。そ

こで我々は特に摺動性に影響を及ぼすと思われるバインダー樹脂の開発に着手し

た。高分子材料の摩耗に関してはRatnerらが（１）式で提案している1)。

この関係式より高分子材料の物性としては硬度、引つ張り強度が大きく、摩擦係

数が小さい材料が望まれる。また、エンジンの過酷な使用環境より1 7 0℃の耐

熱性と高温多湿での耐久性が要求される。これらの要求特性を実現するために樹

脂に求められる諸物性を表１に示す。また、これらの物性より樹脂の分子構造の

指針をまとめると耐熱性を高くするため芳香族系分子を主鎖としてさらに末端に

は反応基を導入した。吸湿性を小さくするためにハイドロカーボンを主体とした

分子構造を目指した（図３）。
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４。開発品の評価結果

　前項で述べた開発指針のもと我々は新規な架橋型ポリアリールエーテル系の樹

脂2-3)が良い特性を示すことが分かった。製品の最も重要な特性である耐久性能の

評価方法と開発品を用いた製品の評価結果をそれぞれ図４と図５に示す。評価方

法としては図４に示すような装置を用いて任意の作動回数に対する部分的な評価

ではなく、連続して接触抵抗と電圧波形を評価した4)。開発品の作動耐久特性は

結果に示すように３億回を超えても接触抵抗と電圧波形に乱れはなく、安定して

いることが分かり従来にない特性を示した。
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5.おわりに

　新規な架橋型ポリアリールエーテル系の樹脂を用いた接触式電装センサで従来

にない長寿命化が実現できた。さらにこの開発樹脂と抵抗体の表面を平滑化する

製造プロセスを組み合わせることにより1 0億回以上の作動耐久性を実現でき。

接触式センサへの概念を変えた。
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